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コーカサス地域安全保障の試み ～「コーカサス安定協定」の 3+3+2 公式関係諸国～ (廣瀬陽子作成) 
 
アゼルバイジャン アルメニア グルジア ロシア トルコ イラン ヨーロッパ 米国 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1997.3.15  紛 争

解決のための新し

い試みとしてアリ

エフ大統領はシェ

ワルナゼ大統領と

共に｢コーカサス

平和構想｣を発表。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1998.9.8 バクー

で｢歴史的シルク

ロード復興｣会議。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1999.11.19  アリ

エ フ 大 統 領 は

OSCE イスタンブ

ル首脳会談で、コ

ーカサス安定協定

を提案。バクー・

トビリシ・ジェイ

ハン石油油送管建

設が決定。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1998.8.18 コ

チャリャン大

統領はグルジ

アとアゼルバ

イジャンの｢コ

ーカサス平和

構想｣に不信感

表 明 ( 後 に 賛

同)。 
 
1999.3.15 オス

カニアン外相

はロンドンで

の講演で、地域

の危機的状況

を指摘しつつ、

安定化のため

に地域組織の

必要を強調。 
 
1999.11.19 コ

チャリャン大

統領は、OSCE
イスタンブル

首脳会談で、南

コーカサスに

地域安全保障

システムが必

要だと発言。バ

クー・トビリ

シ・ジェイハン

石油油送管建

設が決定。 

1993 初 シェワルナ

ゼ大統領が「平和な空」

と名づけて経済的要素

を含む紛争解決の青写

真を提示2。 
 
1996 初 グルジア・北

オセチア両大統領が経

済協力に主眼を置いた

「平和のコーカサス」

構想3を起草し､それを

コーカサス全体に広げ

る試みを開始。 
 
1996 シェワルナゼ

大統領は、トビリシに

おける講演で「平和の

コーカサス」イニシア

ティブを提唱し、地域

の権威の確立、紛争の

和平と難民問題の解決

の必要を強調。 
 
1997.3.15 アブハジ

ア問題解決の新しい試

みとしてシェワルナゼ

大統領はアリエフ大統

領と｢コーカサス平和

構想｣を発表し、ナディ

バイッゼ国防相をナズ

ランに送り、チェチェ

ンとイングーシの指導

者から構想への賛同を

得る4。 
 
1998.3 グルジア・米

国両国防相は、安全保

障協力で合意に達す5。 
 
 
1998.9.8  バクーで

「歴史的シルクロード

の回復」会議。 
 
1998 年末の数ヶ月

米国海軍軍艦が寄港6。 
 
 
99 末からシェワルナ

ゼ大統領はコーカサス

の安定を支持する動き

に積極化。  
 
 
1999.11.19 シェワル

ナゼ大統領は OSCE
イスタンブル首脳会談

で、コーカサス安定協

定を提案。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1998.6.21 ベレ

ゾフスキー10がバ

クーで「平和な

空・政治的安定」

構想を提唱。 
 
 
1998.9.8 バクー

での「歴史的シル

クロード復興」会

議で不快感表明。 
 
1999 初 ロシア

のイワノフ外相

が 「平和な空・

政治的安定」構想

に則って「コーカ

サスのフォーラ

ム」を提唱。 
 
 
1999.11.19 
OSCE イスタン

ブル首脳会談で、

チェチェンが問

題に。グルジアの

軍事基地閉鎖も

決定。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1998.9.8 バクー

で「歴史的シルク

ロード復興」会

議。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1999.11.19 デミ

レル大統領は、

OSCE イスタン

ブル首脳会談で、

南コーカサスに

地域安全保障シ

ステムが必要だ

と し 、 ｢ 団 結

(union) ア ピ ー

ル｣を出す。バク

ー・トビリシ・ジ

ェイハン石油油

送管建設が決定。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1999から

「コーカ

サス安定

協定」の

イニシア

ティブを

口頭では

支持。国

境の現状

維持を強

く 推 進

し、米国

の影響力

を排除し

たいと考

える。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1998.9.8 バク

ーで「歴史的シ

ルクロード復

興」会議。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1999.11.19 
OSCE イスタ

ンブル首脳会

談で、コーカサ

スの安定の必

要を強調。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1998.3 米・グル

ジア両国防相は

安全保障協力で

合意に達す23。 
 
 
 
 
 
1998.9.8 バクー

で「歴史的シルク

ロード復興」会議 
 
1998 年末の数ヶ

月米国海軍軍艦

がグルジア寄港24 
 
 
 
 
 
 
 
1999.11.19 
OSCE イスタン

ブル首脳会談で、

コーカサスの安

定の必要を強調。

バクー・トビリ

シ・ジェイハン石

油油送管建設決

定に尽力。 
 
1999 末から、公

にコーカサスの

包括的な安定体

制創設に対して、
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2000.6.20 アリエ

フ大統領は「キス

ロボドスク・プロ

セス」を掲げ、「コ

ーカサス 4」実現の

ため、4 者会談をモ

スクワで開催。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2000.3.29 コ

チャリャン大

統領はグルジ

ア国会におけ

る演説で、集団

安全保障シス

テムの具体的

なスタイルと

して、3＋3＋2
方式(コーカサ

ス G8) 1 を 提

案。ロシアの

「コーカサス

4」提案にも支

持表明。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2000.6.20 コチ

ャリャン大統

領は「キスロボ

ドスク・プロセ

ス」を掲げ、

「コーカサス

4」実現のため、

4 者会談をモ

スクワで開催。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2000.4.9 シェワルナ

ゼ大統領が再選され

る。 2005 年までの

NATO 加盟申請の方

針を確認。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2000.5.24-25 グルジ

アのブルドゥリ外務次

官がフィレンツェでの

NATO の EAPC 外相

会談でコーカサスのた

めの安定協定を強く提

唱7。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2000.6.20 シェワルナ

ゼ大統領は「キスロボ

ドスク・プロセス」を

掲げ、「コーカサス 4」
実現のため、4 者会談

をモスクワで開催。 
 
 
 
 

2000 初 トビリ

シでのコチャリ

ャン大統領の演

説を受け、彼が主

導権を握ること

は不快であるが、

そのアプローチ

に公然と反対す

ることはせず、逆

に 3＋1 公式11を

伴う「キスロボド

スク・プロセス」

を提案。 
 
2000 アレクサ

ンドル・ジャソフ

ォフ北オセチア

大統領が署名し

た文書が、コチャ

リャン提案への

モスクワの間接

的な半公式的回

答と見なされた。

コチャリャン提

案は南コーカサ

ス指導者の反露

的性格を証明し

ているとされ、4
＋2 方式12が提案

された13。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2000.6.20 「キ

スロボドスク・プ

ロセス」を掲げ、

「コーカサス 4」
実現のため、4 者

会談をモスクワ

で開催。 
 
 

2000 初 デミレ

ル大統領は「コー

カサス安定協定」

のイニシアティ

ブを強く推進し

はじめ、3＋3＋２

公式を支持。ロシ

アの影響力を最

低限に抑えるた

めにも、OSCE の

役割が強調され

た。 
 
2000.1  デミレ

ル大統領がグル

ジアを訪問し､地

域の平和のフォ

ーラム設立を力

説14。 
 
 
 
 
 
 
 
 
2000.5.3-10  イ

ス タ ン ブ ル で

CEPS が｢コーカ

サス安定協定｣の

説明。 
 
2000.5～ デミ

レル大統領が任

期を終えると、ト

ルコは国家レベ

ルではこのアプ

ローチに対し、一

気に冷却化。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2000.6.8 CEPS
がデミレル前大

統領に｢コーカサ

ス安定協定｣を説

明。 
 
2000.6～9 
「コーカサスの

ための CEPS 特

別 委 員 会 」 に

TESEV 15が参加

し、南コーカサス

三国大統領及び、

当地の分離主義

勢力の代表者と

も会談。それを踏

まえて、｢コーカ

サス安定協定-増
補版｣を新たに出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2000.6. 
11-12 
CEPS が

テヘラン

で ｢ コ ー

カサス安

定 協 定 ｣

を説明。 

2000.1.28-29  
CEPS 18 が

OSCE と｢コー

カサス安定協

定」に関し協議

を開始。CEPS
開催の会議で

「コーカサス

の た め の

CEPS 特別委

員会」設立19。 
 
 
 
 
2000.3.22 
CEPS が講演

会で｢コーカサ

ス安定協定｣計

画を強調。 
 
2000.4.27-28 
「コーカサス

の た め の

CEPS 特別委

員会」が 6 章20

からなる｢コー

カサス安定協

定｣をジュネー

ブで提案。 
 
2000.5.11 
「コーカサス

の た め の

CEPS 特別委

員会」が｢コー

カサス安定協

定｣の最初の主

たる政治文書

を発表。 
 
2000.5.20 ｢ コ

ーカサス安定

協定｣がルーマ

ニアの会議で

議論される。 
 
2000.5.31CEP
S が NATO・

PfP 加盟国と

｢コーカサス安

定協定｣に関す

る特別委員会

を開催。 
 
2000.6.11-12 
CEPS がテヘ

ランで｢コーカ

サス安定協定｣

を説明。 
 
2000.6.14  
OSCE 特別総

会で CEPS が

OSCE 加盟国

に｢コーカサス

安定協定-増補

版｣を説明。 
 
2000.6～9「コ

ーカサスのた

めの CEPS 特

制創設に対して、

立場を明確には

していないが、同

地域を米国の必

須地域だと掲げ、

紛争を解決して

親交独立国の強

化と石油政策が

安定的に進めら

れる状況を希望。 
クリントン大統

領は、紛争解決に

ついては、ロシア

に直接対峙する

の で は な く 、

OSCE の枠組み

で対応。 
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2001.1.9-10 
プーチン大統領の

バクー公式訪問。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2001.4 米国主導

でアゼルバイジャ

ン・アルメニア両

大統領が、米国キ

ーウェストで首脳

会談。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2000.9.26-28 
CEPS がアル

メニアで｢コー

カサス安定協

定」に関する国

際会議を開催。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2001.4  米国

主導でアゼル

バイジャン・ア

ルメニア両大

統領が、米国キ

ーウェストで

首脳会談。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2000.9.1 
コーカサス安定協定に

関する責任者として、

グルジア外務省が特命

全権大使を任命し、積

極的な関心がより鮮明

になった8。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2000.10.05 シェワル

ナゼ大統領とメネガリ

シヴィリ外相は対露関

係の悪化は遺憾だが、

CIS との関係強化を図

りつつ GUUAM; 
BSEC;TRACECA;NA
TO の PfP と EAPC の

枠組を強化して、平和

のコーカサス構想を実

現することに強い意欲

を表明9。 
 
2000.10～12 大統領

の提案で｢コーカサス

安定協定-増補版｣をグ

ルジア語に翻訳。 
 
 
 
 
 
 
 
2001.1  ロシア軍の

アブハジア PKO のマ

ンデート延長。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2001.3 ロシアがグル

ジアに査証体制導入。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2000.9.24 
CEPS がモスク

ワで専門家や政

府高官に｢コーカ

サス安定協定-増
補版｣を説明し、

出版。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2001.1.9-10 プー

チン大統領のバ

クー公式訪問。 
 
2001.1  ロシア

軍のアブハジア

PKO のマンデー

ト延長。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2001.3 グルジア

に査証体制導入。 
 
 
 
 
 
 
 

補版｣を新たに出

版。 
 
2000.6.29 デミ

レル前大統領が

イスタンブルに

おけるユーラシ

ア・ビジネス会議

で｢コーカサス安

定協定」の重要性

を再度強調16。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2000.10 
TESEV がコーカ

サスと中東のワ

ーキンググルー

プを作り、関係各

国の要人や大使

らと会談し､諸問

題を話し合った
17。 
 
 
 
 
 
 
 
2001.1～2 
EU トロイカ使節

に呼応する形で、

TESEV が 3+3+2
構想を練り直し、

ブレーンストー

ンミングを行う。 
 
 
2001.2.16-17 
TESEV がイスタ

ンブルで 3+3+2
構想関係国の公

的・民間専門家会

議を開催。EU ト

ロイカ使節も功

を奏し、前進が見

られた。以後この

プロセスを「イス

タンブル・プロセ

ス」もしくは「平

和 の コ ー カ サ

ス・プロセス」と

呼ぶようになっ

た。特に、ナゴル

ノ・カラバフ和平

の停滞とロシア

とグルジア関係

別委員会」に

TESEVが参加

し、南コーカサ

ス三国大統領

（7.10-15）及

び、当地の分離

主義勢力の代

表（7.25-8.22）
とも会談21。 
 
 
 
 
 
 
2000.9.14 
南コーカサス

歴訪の成果を

踏まえ｢コーカ

サス安定協定-
増補版｣を新た

に出版。 
 
2000.9.26-28 
アルメニアで

｢コーカサス安

定協定」に関す

る国際会議を

開催。 
 
2000.10 ～ 12
｢コーカサス安

定 協 定 - 増 補

版 ｣がトルコ

語、ロシア語に

翻訳。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2001.2.12 
EU のコーカ

サス・トロイカ

使節 22 の準備

会議。 
 
2001.2.20-21 
EU が南コー

カサスにトロ

イカ使節を送

る。 
 
2001.3 
CEPS が協定

に関する文書

を発表。 
 
2001.3.26/5.1 
CEPS がセミ

ナー開催。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2001.4  
アゼルバイジャ

ン・アルメニア両

大統領のキーウ

ェストで首脳会

談を主導。 
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2001.5.21-22  モ

スクワでコーカサ

ス４首脳会談の事

前交渉が各国外相

により行われる 
 
 
 
2001.5.28-29  モ

スクワでコーカサ

ス 4 会議をより有

益なものとするた

めに「コーカサス

の平和と発展」と

いう学術会議が開

催される。 
 
 
 
2001.5.31  ミ ン

スクでの CIS 首脳

会 談 を 利 用 し ､ 

コーカサス４の公

式の第一回会合。 
 
 
2001.6.11  バ ク

ーで CEPS が「コ

ーカサス安定協

定」についての会

議を開催。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2001.11.24 モスク

ワでコーカサス４

国会議長の会議。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2001.11.30  モス

クワで コーカサ

ス４の公式の第二

回会合。 

 
 
 
 
2001.5.21-22 
モスクワでコ

ーカサス４首

脳会談の事前

交渉が各国外

相により行わ

れる 
 
2001.5.28-29 
モスクワでコ

ーカサス 4 会

議をより有益

なものとする

ために「コーカ

サスの平和と

発展」という学

術会議が開催

される。 
 
2001.5.31 ミ

ン ス ク で の

CIS 首脳会談

を利用し､ コ

ーカサス４の

公式の第一回

会合。 
 
 
 
 
 
 
 
2001.9.14-15 
プーチン大統

領のエレヴァ

ン公式訪問。 
 
 
 
 
 
 
2001.11.24 モ

スクワでコー

カサス４国会

議長の会議。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2001.11.30 
モ ス ク ワ で 

コーカサス４

の公式の第二

回会合。 

 
 
 
 
2001.5.21-22 モスク

ワでコーカサス４首脳

会談の事前交渉が各国

外相により行われる 
 
 
 
 
2001.5.28-29 モスク

ワでコーカサス 4 会議

をより有益なものとす

るために「コーカサス

の平和と発展」という

学術会議が開催され

る。 
 
 
 
 
2001.5.31 ミンスク

でのCIS首脳会談を利

用し､ コーカサス４

の公式の第一回会合。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2001.10～ ロシア軍

機によると思われる空

爆がアブハジアのコド

リ渓谷やチェチェン国

境付近の地帯で頻発。

グルジア側はロシアを

再三に渡り批判。 
 
2001.11.24 モスクワ

でコーカサス４国会議

長の会議。 
 
2001.11.27-28  ロシ

ア軍機によると思われ

る激しい空爆がチェチ

ェン国境付近になさ

れ、シェワルナゼはコ

ーカサス 4 会談を目前

にした圧力だとして遺

憾の意を表明。 
 
2001.11.30 モスクワ

で コーカサス４の公

式の第二回会合。 

 
 
 
 
2001.5.21-22 
モスクワでコー

カサス４首脳会

談の事前交渉が

各国外相により

行われる 
 
 
2001.5.28-29 
モスクワでコー

カサス 4 会議を

より有益なもの

とするために「コ

ーカサスの平和

と発展」という学

術会議が開催さ

れる。 
 
 
2001.5.31 ミン

スクでの CIS 首

脳会談を利用し､

コーカサス４の

公式の第一回会

合。 
 
 
 
2001.9.11 以後、

欧米や NATO に

対するアプロー

チが変化。 
 
2001.9.14-15 
プーチン大統領

のエレヴァン公

式訪問。 
 
 
 
 
 
 
2001.11.24 モス

クワでコーカサ

ス４国会議長の

会議。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2001.11.30  モ

スクワで コー

カサス４の公式

の第二回会合。 
 

の悪化が憂慮さ

れた。 
 
 
 
 
2001.05.11-12
ローマとトビ

リシで CEPS
が会議開催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                                  
1 南コーカサス 3 国＋ロシア、イラン、トルコ＋欧州、米国。このサブバージョン 3+3+2+3 方式もある。この場合、最後の 3 はナゴルノ・カラバフ、

アブハジア、南オセチアを表し、国際法的に認められた「国家」の枠組を超えて、全ての地域「国家」を含むことを目的とするが、紛争に絡む微妙な

ステイタス問題に抵触。 
2 RFE/RL Report, Vol.1, No.17, June 23, 1998. 
3 グルジアのメナガリシヴィリ外相によれば、｢平和のコーカサスイニシアティブ｣が貫く原則は、｢①国際的に公認された国境内で諸国家の権威を公認
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